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○ ２０１１年度経常費完納御礼 

２０１２年１月１日から２０１２年４月３０日までに、本年度の宗派経常費をご完納いた 

だきましたこと心より御礼申し上げ、ご寺院をご披露いたします。次回は管内月報８月号に 

てご寺院をご披露させていただきます。今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

第 12組  緑苔寺  法善寺  真廣寺   第 18組  成満寺  安勝寺  飯田寺 

即徃寺  光圓寺  了信寺         南流寺  行念寺 

第 13組  長恩寺             第 19組  圓融寺  勝圓寺  本德寺 

第 14組  浄圓寺  德明寺        第 20組  專明寺 

第 15組  願養寺  淨琳寺  真行寺   第 21組  正信寺  念慶寺  源照寺 

第 16組  誓傳寺                   恩長寺  成真寺  了因寺 

第 17組  碧藏寺  金蓮寺  法通寺   第 23組  法受寺  勝德寺  速満寺  

 圓德寺  福順寺  万傳寺   第 24組  恩覺寺  覺勝寺  雙林寺 

 圓樂寺                   慶福寺  明正寺 

                  敦賀組 西德寺  願浄寺 

 

○ 御遠忌･御修復懇志金御依頼最終年度に係るお取り扱いについて 

本年度は、宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌・真宗本廟両堂等御修復懇志金御依頼の最終年度で

あります。期間内の各寺院御依頼総額完納に向けてお願い申し上げます。 

また、既報のとおり、御遠忌懇志（一般懇志）ご進納に対する記念品につきましては、本年 6

月 30日をもちまして申請を締め切らせていただきます。申請いただきました記念品は年内を目

処にご準備させていただきますので、ご承知置きくださるようようあらためてお知らせいたしま

す。 

追って、宗祖親鸞聖人七百五十回御遠忌・真宗本廟両堂等御修復懇志金御依頼完納寺院につき

ましては、管内月報 8月号にてご寺院をご披露させていただきます。 

※阿弥陀堂新調瓦への記名のお取り扱いにつきましては、2013年 6月 30日までお受け付けさ

せていただく予定にしております。 

 

○ ２０１１年度花まつり子ども大会開催について 

 昨年、東日本大震災によりやむなく無期延期となった「東本願寺で花まつり」の参加予定者か

らお寄せいただいた「いのちのメッセージ」を本年 3月、救援物資と一緒に被災地へお届けいた

しました。 

本年度の花まつりは、これらの取り組みを視野に入れ、5月 3日（木）、長浜別院大通寺にお

いて、約 400名の参加のもと、2年ぶりに「花まつり子ども大会」を開催することができました。

引率、スタッフの皆さまには大変お世話になりありがとうございました。 

 今後、青少年教化活動を通じ、さらなる被災地支援を検討してまいりたいことであります。 

何卒、ご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。 
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○ 参議会議員就任にあたって 
  管内月報 5月号にてお知らせいたしましたとおり、参議会議員選挙により、富永八郎氏（第

19組 妙香寺門徒）、髙木秀夫氏（第 21組 慶善寺門徒）が選出されました。このたび、両議

員より参議会議員就任にあたり抱負を寄稿いただきました。 

 

本当に大事なことは何かを求めて  

                    参議会議員  富 永 八 郎 

 

4月 25日におこなわれた、長浜教区門徒会（臨時会）で、参議会議員の改選に当り、重ねて

ご推挙をいただき、身にあまる光栄と感謝申し上げます。門徒会員、教区会員、多くの門徒の皆

様、お寺の方々から頂いたご指導やご支援に応えられるよう、浅学非才ではありますが、出来う

る限りの努力を傾注してまいりたいと考えております。皆様方の変わらぬご指導ご鞭撻をよろし

くお願い申し上げます。 

 さて、東京のスカイツリーの開業がまじかになってきました。太陽が当る面の鉄骨の膨張によ

るタワーの曲がり具合が相当のものであるとのＮＨＫの特集を見ながら、近ごろ頻発している竜

巻が発生したらどうなるのだろうとフト考えました。「3・11」の東日本大震災から僅か一年余

のことだから、当然その程度の地震には耐えられる設計になっているはずなのに。 

 福島第一原発はきわめて重大で深刻な事故であります。あのように想定外の状況下でも、制御

棒をぶち込み、原子炉を停止状態に持ち込んだところまでは実に見事でした。しかし、すべての

電源を絶たれて、冷却装置の稼動に失敗したのです。大飯原発が、今マスコミを賑わしています

が、再稼動してもしなくても、廃炉工程が終了するまで（約 30年かかるといわれているが）危

険の度合いに大差はないと見るべきではないでしょうか。原発は近現代文明のまさに象徴であり

ます。「脱原発」や「自然に帰れ」というスローガンは耳あたりがよく、格好もいい。しかし、

科学技術が築いた文明をすべて否定すれば、今の社会が成り立たないことも明らかでしょう。 

 ニュースの価値は事件の絶対的な重要性ではなくて相対的な重要性で決っているようです。あ

りふれた大きなリスクよりも、珍しい小さなリスクの方が大きく報道されています。タバコで毎

年 13万人以上の人が死亡していますが、これは時たま小さなニュースとして報道されるだけで

あります。このように、現代社会では、何が重要で何が些細なことなのかが極めてわかりにくい

と思います。いのちを大切にし、生きることの重要さを教える宗門のあり方を真剣に考えていき

たいと願っております。 

 

五村別院とのご縁から   

参議会議員 髙 木 秀 夫 

  

この度、長浜教区門徒会の皆様から参議会議員に推挙を頂きお受け致しましたが、宗政に参画

する責任の重大さを痛感しているところでございます。何と申しましても、宗政には全くの無知

識の自分でございます。五村別院で４期１２年の間、教区のご寺院様ご門徒様のご指導ご協力に

より勤めさせて頂きましたことが今日有るものだと心から感謝いたしております。これからは本

山とのパイプ役として精一杯勉強しながら議員活動にまい進致す所存でございます。何卒ご指導

ご支援賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 さて２０１３年には、本願寺第１２世教如上人の４００回忌を迎えます。五村別院が教如上人

ゆかりの湖北における念仏の中心道場としてのご縁があります。この大きな節目がどうあるべき

か等今考えなくてはなりません。現在別院は皆様からの尊い浄財により施設も立派になりました。

またお勤め等も教区寺院のお手本となるように常日頃努力されております。まだまだ教如御廟な

ど修復の問題も残っており、特に五村別院の伽藍は湖北の代表的文化財です。それだけにより一

層大切にして多くの方から愛される聞法の場であることを、次世代・子供たちへも伝えなければ

なりません。これも私たちの責務だと思っておりますので何卒ご協力の程よろしくお願い致しま

す。 

 



東日本大震災 救援物資ご提供（お米）のお願い 

１０月上旬、教務所員が東北の被災地（仮設住宅等）へトラックにて直接救援物資をお届け

します。引き続き救援物資（お米）のご提供をよろしくお願いいたします。 

今回は、現地の状況に鑑み、お米のみとさせていただきます。 

 

▽ 救援金窓口を引き続き設置しております。皆様の心温まるご協力をお願い申し上げます。 

指定口座 

 

 

 

【口座名義】長浜教務所長  篠岡 誓法（しのおか せいほう） 

※《救援金現況報告》 5/31現在 13,283,053円 （内 送金額 13,110,000円）  

 

▽ 救援物資へのお礼状が届きました。( 敬称略 )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金融機関 支店名 口座番号 

レーク伊吹農業協同組合 長浜北 普通 ００００９９３ 

北びわこ農業協同組合 速 水 普通 ００１２３２４ 

東北の地にも桜が咲き、うぐいすの鳴き声も聞こえ春を満喫しております。 

先日、長浜の皆様方のお気持ちの入りましたお米を頂戴いたしました。思いもかけない何よりのお品、

ありがとうございました。タイミングよくいただき、毎日味をかみしめつつ、感謝しながら食べており

ます。本当にありがとうございます。 

震災から1年余り過ぎました。私共では人災はありませんでしたが、長年住み慣れた家と愛着のあっ

た品々を一瞬の内に失いました。残念でしたが、命があったことが何よりのことと思っております。 

震災後、日本はもちろん世界中の方々からご支援をいただきました。物資のみならず、精神的にも支

えていただき、何とか立ち直ることが出来ました。震災でなくしたものは大きく幾ら求めても戻ること

はありませんが、それにも増して得たものも大きいものでした。人の優しさ、強さ、思いやり等々、こ

とある毎にふれることができ、人間ってすばらしいとありがたく感謝して暮らしております。８０歳の

私でも何か一つでもお役に立つことができればと思っております。同じ真宗の門徒の一人として、それ

ぞれの地で何か一つでもできればと思います。重ねて心より御礼申し上げます。  

 平成２４年４月２９日 

                               岩手県大船渡市  田中 敦子 

 

長浜 東北 

                      

相馬移民と二宮尊徳 〔太田 浩史著〕  ３００円 

教務所にて頒布しております。 

 

福島第一原発がある一帯は江戸時代、天明の大飢饉で人口の大半を失い、その復興のために移民が

行われたところです。移民のほとんどは北陸はじめ各地の真宗門徒でした。そして二宮尊徳翁の報徳

仕法と真宗門徒のお講を通じての聞法力が、数千町歩の荒地を美田に変え、５０年以上の歳月をかけ

て見事な復興をなしとげたのです。（中略） 

この書は原価９０円のところ、３００円で購入いただいております。それは１冊買っていただくこ

とによって、ご先祖の歴史を知りたがっておられる原発被災地の方々に送料を含め２冊が無償で届く

ことを意味します。 

相馬地方に限らず、被災地ではようやく人々の生活への支援が効果をあげつつあります。心への支

援、文化への支援、何よりも信仰への支援がまだ行き届いておりません。この書に表れた尊いご先祖

の魂が、そうした心への支援の一助となることを切に願う次第です。  

『相馬移民と二宮尊徳』刊行のご挨拶より 

                   

  



長浜教区・両別院６月行事予定表 

 

 

《 同封書類 》 

  

 

 

 

 

 

 

期 日 時 刻 行   事   内   容 会 場 

6/1(金) 14:00 募財割当等に関する委員会 長浜教務所 

 ２(土)～3（日）  真宗子ども講座 ClunD2inごむらべついん 五村別院 

４(月) 
14:00 

19:00 

教区教化委員会「企画室」事前会議 

教区教化委員会「寺族研修小委員会」 
長浜教務所 

５(火) 

 

9:30 

14:00 

合唱団“花あかり”練習 

五日会 
五村別院 

６(水) 14:00 教区教化委員会「企画室」 長浜教務所 

７(木) 
13:30 

19:30 

婦人会常任委員会 

合唱団“花あかり”練習 

長浜教務所 

五村別院 

８(金) 
9:30 

9:00 

長浜別院 清掃奉仕 

御坊さん人生講座 
長浜別院 

11(月) 
14:00 

19:30 

施設法話講師会 

暁天講座事前学習会 
長浜教務所 

12(火) 10:30 お勤め講習会 長浜別院 

13(水) 
14:00 

15:00 

同朋大会実行委員会 

教区教化委員会「総会」 
長浜教務所 

14(木) 
14:00 

19:30 

しんらん講座 

合唱団“花あかり”練習 

長浜別院 

五村別院 

15(金) 

9:30 

14:00 

19:30 

合唱団“花あかり”練習 

定例法話 

坊守会常任委員会 

五村別院 

五村別院 

長浜教務所 

18(月) 19:30 暁天講座事前学習会 長浜教務所 

19(火) 

9:30 

11:00 

13:30 

合唱団“花あかり”練習 

永代経祥月 

婦人会「総会」 

五村別院 

長浜別院 

長浜教務所 

20(水) 11:00 永代経祥月 五村別院 

21(木) 
19:00 

19:30 

教区教化委員会「青少幼年小委員会･教区青少年委員会合同会議」 

合唱団“花あかり”リハーサル 

長浜教務所 

長浜別院 

23(土) 9:30 合唱団“花あかり”20周年「仏教讃歌のつどい－いのちのうた－」 長浜別院 

25(月) 19:30 暁天講座事前学習会 長浜教務所 

29(金) 
13:00 

14:00 

教区･組の改編委員会 

組長会 
長浜教務所 

30(土) 9:30 坊守学習会 長浜教務所 

【住職任命】 

第１５組  勝福寺  月見 敏樹  （２０１２年 ５月２８日 任命） 

第２４組  殘景寺  横山 義典  （２０１２年 ５月２８日 任命） 

【住職代務者任命】 

第２３組  行信寺  東溪  芳寿  （２０１２年 ３月１０日 任命） 

【敬弔】生前のご功労を偲び、謹んで哀悼の意を表します。 

第１２組  浄念寺 前坊守  世継 美登里  （２０１２年５月 ２日 命終） 

第１８組  養泉寺 前坊守  松見 延    （２０１２年５月１６日 命終） 以上 敬称略 

 【同封書類】 

（１）日曜学校巡回案内      １部  （４）長浜別院夏中案内ポスター･日程表他  

（２）坊守会だより        １部  （５）暁天講座チラシ           １部  

（３）坊守学習会チラシ      １部                       以 上 

 



○ 長浜別院夏中について 
同封のポスター・日程表のとおり、７月２日(月)から１０日（火）まで長浜別院夏中が勤ま

ります。是非、ご参拝賜りますようご案内申しあげます。 

 

○ 研修部補導募集について 
１ 募集人数 若干人 

２ 勤務先  真宗大谷派宗務所研修部 

 ３ 勤務 

    基本的に土・日・月･火・水・木曜日に出勤し、金曜日を休日とする 

    ※ 年末年始休暇、盂蘭盆休暇、夏期休暇及び特別休暇有 

 ４ 業務内容 

   真宗本廟における奉仕研修に必要な作業及び補導業務に従事し、各種研修の補導にあたる 

５ 任期 

  任命日（２０１２年１０月１日）から４年間 ※但し、任命日前に業務を嘱託する場合あり 

６ 応募資格 真宗大谷派教師 

 ７ 提出期間 ２０１２年７月６日（金）～８月６日（月）必着 

 ８ 提出先  書留郵便にて 真宗大谷派宗務所 研修部 補導募集係 に提出 

９ 試験期日 ２０１２年８月２４日（金）午前９時から 

  ※応募必要書類等詳細については、教務所にお問い合せください。 

 
○ 首都圏教化推進本部職員募集について 
１ 募集人数 １人 

２ 勤務先  首都圏教化推進本部（東本願寺真宗会館） 

 ３ 雇用期間 ２０１２年９月１日から２０１５年８月３１日まで ※更新する場合有 

 ４ 応募資格  

① 年齢２０歳以上３５歳までの高等学校卒業又はこれと同等以上の学力を有する者 

② 真宗大谷派教師 

 ５ 提出期限 ２０１２年６月３０日（土） 

 ６ 試験期日 ２０１２年８月２４日（金）午前９時から 

  ※詳細は『真宗』６月号７２頁を参照ください。 
 

○ 研修会のお知らせ  お誘いあわせてご参加ください。 

御坊さん人生講座    

◇ 日 時 ６月８日（金）午後 7時～ ◇ 会 場 長浜別院  

◇ 講 師 朝治 武 氏        ◇ 講 題「部落問題について大谷派への期待」 

しんらん講座 「正信偈に学ぶ」    

◇ 日 時 ６月 14日（木）午後２時～  ◇ 会 場 長浜別院   

◇ 講 師 古田 和弘 氏        ◇ 受講料 １回 500円 
 
○ 第４回原子力問題に関する公開研修会 

真宗本廟（東本願寺）において標記研修会が下記のとおり開催されます。お誘いあわせいた

だき、ぜひご参加ください。詳細は『真宗』６月号６９頁をご参照ください。 

１ 日 時 ２０１２年６月２９日（金）１４時～１７時 

２ 場 所 真宗本廟（東本願寺）視聴覚ホール 

３ 内 容（1）映画上映「祝いの島」 （2）講演・対談 纐纈（はなぶさ） あや氏（監督） 

４ 参加費 無料 どなたでも聴講できます。 

 

 



○ ２０１２年夏期教師試験検定について 

１ 期  間 ２０１２年８月１日（水）から２日（木）まで 

２ 場  所 真宗大谷派宗務所 

３ 受付期間 ２０１２年７月２日（月）から９日（月）までに教務所へ提出ください。 

※詳細につきましては、『真宗』６月号６６頁をご参照ください。 

○ ２０１１年度京都教区教師試験検定準備学習会開催のご案内 

１ 期  間 ２０１２年７月２４日（火）から３０日（月）まで 

２ 場  所 京都教区会館（京都教務所） 京都市下京区花屋町通烏丸西入 

３ 受 講 料 （１）全科目受講 60,000円  

        （２）科目別受講 12,000円 

４ 申 込 み 受講申込書、受講料を添えて７月１３日（金）までに京都教務所必着で申し

込みください。 

５ 問い合せ 長浜教務所(電話 0749-62-0737)もしくは京都教務所（電話 075-351-5260） 

６ そ の 他 開催要項並びに受講申込書は各教務所にあります。 

 
○ 月刊『同朋』が７月号からリニューアルします。  
                

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 新しい子ども向けの記念品ができました。 

 青少幼年教化教材の新規調製をいたしました。ぜひご活用ください。 

お問い合わせ・ご注文は長浜教務所もしくは青少幼年センター〔℡（075）354-3440〕まで。 

 

「鸞恩くん」クリアファイル １部 100円 

 

 

 

 

 

   （表面）            （裏面） 

 

 

○ 主な改装点 

・A5版からA4版への変更に伴い、文字も大きくなり、更に

全てカラーページとなり、読みやすくなります。 

・これまでのコーナーの充実とともに新企画も掲載していき

ます。 

 

○ 購読料 年間 3,600円（税込・送料別）1冊の場合 300円 

・お申し込み先着１万名様に 1 年間分入るオリジナルファイ

ルケースをプレゼントします。 

 

○ お申し込み・お問い合わせ 

長浜教務所もしくは東本願寺出版部『同朋』係 

〒600-8505 京都市下京区烏丸通七条上る 東本願寺出版部『同朋』係 

電話 (075)371-9189 Fax (075)371-9211  

Eメール books-higashihonganji.or.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


